






































































盈糞 験 館 果
 ̀ρ正常胃(対照)ε自然分泌ほ、大低の場創幽門洞を除く塩酸分泌細胞領域の殆ど全面にみ
 られた。自然分泌は50～60分以上にわた9観察したが,露出し.た胃粘膜の断端に近い部位で
 は比較的・早期に消失し,次第に幽門洞と塩酸分泌細胞領域との境界に近い部位に限局する傾向を
 示した。ヒスタミンに対する反応性については・ヒスタミン10囎～て0椚7は常に酸分泌反応
 一得8一
 、
ピ
『
一襲
 を起したが,1e『8が有効な1場合もあっ丁・ヒ。{0』エで砿1文応1τ;1注射郡並のみ左ら・ずそ・の周囲1て
 も拡大し,1G略以下では注射・静位に限局すろのがみられた。しかし,ヒスタミンに対する反
 応性に1は注射部位による差異は言意められなかった。
 (21幽門洞切除胃3CongOredきCarbowaK法によ鈎幽門洞と塩酸分泌細胞領域との境.
 界を確認した上で幽門洞を完全に切除し、.,2～5時間後から2～5日後に観察した。
 自然分泌は殆ど常に幽門洞に接した部位に限局しその範囲は対照に比して禿/5～り/4以
 下となった。ヒスタミンの反応性てはヒスタミン均一S～博』Gはその注射部位に限局して酸
 分泌反応が起つたが,含〇一アは常に無効であった。
 他方,幽門洞を切離後に再び吻合した場合には刈照と同様な反応性を示した。さらに,これら
 に頚部での迷走神経切断を併せ行なっても,反応,1生の低下はみられなかった。
 ㈲迷走神経切断胃言両側迷走神経を頚部および横隔膜下で切断し,それぞれ2～5時間後から
 1')4週間後に1観察した。
 自然分泌は殆ど大部分の例に冷いて,対照と同様に幽門洞を除く塩酸分泌細胞領域にみられ,
 ヒメタミン旬昭～1r7はその注射部位に限局して酸分泌反応を起した。
 また,迷走神経切断を頸部で行なった場合と横隔膜干で行なった場合とでは反応性に特に差異
 はなかったo
 lv結 語
 ヒ.スグミンはBabkinによれば迷走神経による塩酸分泌機構の最終段階において塩酸分泌細
 胞を直接に刺激する化学物質であるとされ,また,ガスト1ノンによる塩酸分泌の場合も分泌細胞
 を刺激するものは結局ヒスタミンであるという考えもある。従って,これらの理由から塩酸分泌
 細胞の興奮性はヒメタミンに対する反応性をもつて表わすことができる。従来,ヒスタミン刺激
 による胃液分泌の研究は専らヒスタミンの全身性の投与により行なわれたもので,本実験の如く
 局所の粘膜下にヒスタミンを直接に投与して塩酸分泌細胞の反応性を観察したものは来だ報告さ
 れていむい。
 本実験の結果は,少なくとも家兎においては,ヒスタミンに対する塩酸分泌細胞の反応性は,
 幽門洞が正常左機能を営んでいる限りにむい,て量迷走神経切断によつて影響をうけることは殆ど
 なく,幽門洞切除によって常に低下することを示すものである。'
 このことは幽門洞より遊離されるガストリンが"たとえ塩酸分泌を起す閾値以下の量で転塩
 酸分泌細胞の興奮性維持に関与していることを示唆するもので,さらに,胃塩酸分泌機構にむけ
 る幽門洞の重要性を示すものと考えられるo
 蕎査結果の要旨
 冑塩酸分泌に対する迷走神経や幽門洞の影響については多くの研究報告があり,動物実験では
 胃嚢法によ鉱臨床的には胃管法によりなされて来た。しかし,これらの研究はいずれもヒスタミ
 ミンの全身投与によってなされたもので,ヒスタミンを直接に局所の胃粘膜下に投.与して塩酸分
 泌細胞の反応性を数量的に勧察した研究は未だない。著者は成熟家兎を用い,和田らのOongo
 red-Garbowax法を利用して迷走神経切断や幽門洞切除によって胃塩酸分泌細胞の反応性が
 如何なる影響をうけるかを直接に観察している。著者の得た実験成績のうち主なものをあげると,
 次の通りである。
 嘩,正常胃自然分泌は大低の場合幽門洞を除く塩酸分泌細胞領域の殆んど全面にみられた。ヒ
 スタミンに対する反応性では,1『曳粕マは常に有効であり,時に1σ「8も反応を示した0
 2.幽門洞切除胃自然分泌は殆んど常に幽門洞に接した部位に限局し,その範囲は正常胃に比
 ロ へお
 して1/5～1/4以下となった。ヒスタミンの反応性では10幅10はその注射部位に限局して
 ア
 有効であったが,1Dは常に無効であった。また幽門洞を切除後に再び吻合した場合には正常
 胃と同様の反応を示した。これらに,頸部ての迷走神経切断を加えても反応性の低下はみられな
 かった〇
 三迷走神経切断胃頸部齢よひ横隔膜下て行なった。自然分泌は殆んど大部分の例において正
 む フ
 常胃と同様にみられ,ヒスタミン給～栂は常に有効であった。
 以上,著者の研究成績は,ヒスタミンに対する塩酸分泌細胞の反応性は幽門洞が正常な機能を
 有する限り,迷走神経切断によって影響をうけることは殆んどないが,幽門洞切除によって常に
 低下することを明らかにしたものである。このことは幽門洞より遊離されるガストリンがたとえ
 塩酸分泌をおこす闘値下の量でも,塩酸分泌糊包の反応性維持に関一与していることを示唆するも
 のであり,塩酸分泌細胞の分泌反応性の面より幽門洞の重要性を解明した点で野生理学的な胃塩
 酸分泌機構の研究をする上に重要な貢献をしたものと見なされる。
 したがって本論文は学位を授」与するに値するものと認める。
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